
ファクトチェック・イニシアティブ
 2025年の活動報告

ファクトチェックの
認知・信頼向上

セミナーやSNSの情報発信、ファ
クトチェック結果を収録したウェ
ブアプリ運営等を⾏っています

メディア・企業・市⺠
との連携

メディアへの情報提供やファクト
チェックプロジェクトは多様なセ
クターとの協働で実現しています

ファクトチェック⽀援
システムの開発・運⽤

多くのメディアがFIJの⽀援システ
ムを利⽤してファクトチェックに
取り組み、成果を上げています

FIJはさまざまな取り組みを通じてファクトチェックの担い⼿を⽀援し、
ともにより多くの良質なファクトチェックの発信に取り組み、
誤情報や偽情報に惑わされにくい社会を⽬指しています。［団体概要］

特定⾮営利活動法⼈ファクトチェック・イニシアティブ

https://fij.info/about/outline
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2025年の各事業概観 (1)ファクトチェックに関するガイドライン等の整備・啓発事業

①ファクトチェック関連情報サイト FactCheck Navi には各メディアの記事にキーワード等の
タグ付けをし、記事へのリンクを掲載しています。
・6-7⽉は参院選に伴い記事数が増加しました。
・Navi内に参院選特設ページを開設しました（7⽉2⽇）。 

②SNS では新着ファクトチェック記事・FIJの公開⾏事案内・⾒解表明などを発信。
ファクトチェック記事の投稿時にFactCheck Naviに誘導するリンクを案内しています。
参院選期間中はファクトチェックが⾮常に多く発表され、主に各メディアのX投稿を
リポストするかたちで対応しました。

X(twitter)  https://x.com/FIJ_factcheck
Facebookファクトチェックコミュニティ
https://www.facebook.com/groups/factcheck.community
Facebook団体アカウント 
https://www.facebook.com/FactCheckInitiativeJapan/

ファクトチェックアワード等の主催⾏事の案内をメールマガジン等でも⾏いました。

1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉

ファクトチェック記事 28 30 44 45 36 57 208 33 31 44 17 31

偽誤情報関連記事 73 72 67 62 103 123 151 51 65 69 86 65

https://x.com/FIJ_factcheck
https://www.facebook.com/groups/factcheck.community
https://www.facebook.com/FactCheckInitiativeJapan/
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2025年の各事業概観 (1)ファクトチェックに関するガイドライン等の整備・啓発事業

③セミナー／ウェビナーを開催しました。 [P.14で詳説]
「ファクトチェックの実践〜ノウハウとガイドライン」（3⽉13⽇）
「メディアは選挙で何ができるのか ― 宮城県知事選と河北新報のファクトチェック」（12⽉14⽇）

④FIJ公式ウェブサイトで情報発信を⾏いました。
ファクトチェックアワード2025特設ページを開設（5⽉2⽇ ／ 7⽉10⽇結果発表）
ファクトチェック⽩書2024ウェブ版を公開（9⽉2⽇）
レポート／コラム／報告
・⽇本でもファクトチェックが本格化するか 〜「ニュースの消費者」として期待すべきことは？（8⽉6⽇）
・ファクトチェックをめぐる2つの「誤解」を解く（その1）〜「オンライン」だけが強調されてはいけない（8⽉6⽇）
・ファクトチェックをめぐる2つの「誤解」を解く（その2）〜「意⾒」も検証する柔軟性の必要（8⽉6⽇）
・政党による「ファクトチェック」という⾔葉遣いは、国際的に確⽴した原則に反するものである -FIJの⾒解- （9⽉15⽇）
・参院選ファクトチェックを振り返る意⾒交換会を開催しました（10⽉31⽇）
・政府の「新型コロナワクチン広報プロジェクト」における“ファクトチェック”とは何だったのか（11⽉19⽇）
・FIJセミナー「メディアは選挙で何ができるのか ― 宮城県知事選と河北新報のファクトチェック」を開催しました（12⽉22⽇）

⑤ファクトチェックについての講義を⾏いました。（担当：事務局⻑）
5⽉21⽇   ⼤東⽂化⼤学 野嶋剛ゼミ
12⽉11⽇ 明治⼤学政経学部：メディアリテラシー論（⽜⼭佳菜代講師）
12⽉15⽇ ⽬⽩⼤学メディア学部：メディア・リテラシー概論（⽜⼭佳菜代教授）

https://fij.info/awards2025-pre
https://fij.info/awards2025
https://fij.info/documents/hakusho2024
https://fij.info/archives/13328
https://fij.info/archives/13361
https://fij.info/archives/13377
https://fij.info/archives/13605
https://fij.info/archives/13653
https://fij.info/archives/13675
https://fij.info/archives/13755
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【(2)連携・協働事業】
ファクトチェックを⾏うメディアに疑義⾔説情報を提供するClaimMonitorに新規の情報を毎⽇登録しています。
2025年は参院選対応として6⽉下旬から7⽉にかけて作業者稼働時間を増強して取り組みました。

登録された疑義⾔説の主なトピック：参院選（276件）、中国（239件）、外国⼈（180件）、医療健康（72件）、
⾃⺠党総裁選（63件） 、ウクライナ（50件）、兵庫県（40件）、イスラエル（30件）、メガソーラー（19件）

参院選ファクトチェックプロジェクトでは以下のような取り組みと成果がありました。[P.6〜10で詳説]
・FactCheck Navi内の特設ページにリンクを掲載した

ファクトチェック記事・検証記事の件数＝227（7/26集計）
・ClaimMonitor情報等の⽀援提供先メディア＝19
・ClaimMonitorへの参院選関連の疑義⾔説登録数＝276
・メディアとの意⾒交換会＝3回開催（6/26, 7/11, 8/10）
・メディアに情報提供：党⾸討論会2件と党⾸演説6件の

⽂字起こし／事実⾔明抽出／簡易調査結果
・メディアに新ツール「Xのコミュニティノート情報共有サイト」

「YouTube政治系動画字幕情報共有サイト」を提供

2025年の各事業概観 (2)ファクトチェックに関する国内外の団体及び市⺠との連携・協働事業
(3)ファクトチェックに貢献する団体・個⼈に対する評価・⽀援事業

1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉

疑義⾔説登録件数/2025年
(括弧内は2024年の件数)

146
(168)

150
(125)

190
(147)

167
(146)

190
(117)

249
(113)

259
(120)

173
(170)

164
(179)

199
(232)

180
(163)

166
(153)
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【(2)連携・協働事業】
ファクトチェックアソシエイトの育成
・昨年度の育成対象の学⽣1名に、4⽉からClaimMonitor業務担当（モデレーター）として参加いただいています。
ClaimMonitor登録業務は4名のモデレーターが中⼼となり、事務局がサポートしています。
・参院選プロジェクトにおいて新たに募集した学⽣5名に、政治家の⾔説検証のための作業（党⾸討論会および街頭
演説の事実⾔明特定／エビデンス等調査）についてガイダンスを個別に実施後、作業に取り組んでいただきました。

【(3)評価・⽀援事業】
すぐれたファクトチェック作品を顕彰するファクトチェックアワード2025を開催しました。
・応募22作品の中から、前年は該当なしとなった⼤賞に1作品を選出、優秀賞3、特別賞1を選出。 [P.11〜12で紹介]
・選考委員会を3回開催（5/26, 6/16, 6/30、オンライン）
・授賞式を7/10にオンラインで開催

2025年の各事業概観 (2)ファクトチェックに関する国内外の団体及び市⺠との連携・協働事業
(3)ファクトチェックに貢献する団体・個⼈に対する評価・⽀援事業
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参院選ファクトチェックプロジェクト（7⽉）

プロジェクト概要
▼FactCheckNaviに参院選特設ページを開設
（7⽉2⽇）

https://navi.fij.info/saninsen2025/

▼メディアへの⽀援
対象：FIJガイドライン活⽤メディア・

ClaimMonitor利⽤メディア
・ClaimMonitor登録強化
・党⾸討論会・党⾸演説の「⽂字起こし／

事実⾔明抽出／簡易調査」を提供
・新たな情報提供の試み

YouTube政治系動画の字幕情報
Ｘのコミュニティノート情報

・意⾒交換会3回開催
公⽰前（6/26）
選挙期間中（7/11）
選挙後（8/10）
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ファクトチェック・ナビに開設したページ「参院選2025ファクトチェック」
https://navi.fij.info/saninsen2025/ にリンクを掲載したファクトチェック
記事・検証記事の件数（7/26集計）

記事数計

ガイドライ
ン活用

メディア

ClaimMonit
or利用
メディア

その他

メディア

全期間 5/23 - 7/25 227 84 76 67

37.0% 33.5% 29.5%

投票前日迄 5/23 - 7/19 214 80 67 67

直前1週間 7/13 - 7/19 114 47 27 40

関連情報
・スマートニュース「ファクトチェックチャンネル」（右図）が新設され、上記特設ページ
とファクトチェック・ナビへのリンクが掲出（7⽉3⽇開始、選挙後はリンク掲出は終了）   

 https://about.smartnews.com/ja/news/2393.html
・特設ページに⾔及いただいた報道例
毎⽇新聞 https://mainichi.jp/articles/20250718/k00/00m/010/222000c
JFC https://www.factcheckcenter.jp/explainer/politics/upper-house-election-2025-fact-check-list/

参院選ファクトチェックプロジェクト（7⽉）

https://navi.fij.info/saninsen2025/
https://about.smartnews.com/ja/news/2393.html
https://mainichi.jp/articles/20250718/k00/00m/010/222000c
https://www.factcheckcenter.jp/explainer/politics/upper-house-election-2025-fact-check-list/
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ファクトチェックを⾏うメディアに疑義⾔説情報を提供す
る「ClaimMonitor」の登録強化：
6⽉28⽇〜7⽉25⽇に作業時間を増強して対応。参院選関連の疑義
⾔説登録数は276件。

参院選ファクトチェックプロジェクト（7⽉）
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党⾸討論会2件・党⾸演説6件の「⽂字起こし／事実⾔明抽出／簡易調査」を実施し、
専⽤のSlackチャンネルにて各メディアに提供。

⼀定の具体的な事実につい
て述べたとみられる発⾔
（事実⾔明）には、根拠の
有無や正確性にかかわらず
⻩⾊でハイライト

簡易的な調査を実施し、コ
メントに参考資料を添付。
必ずしも発⾔内容が誤りで
あることを⽰すものではな
く、発⾔内容を裏付けるも
のも多くあり。
簡易調査でありファクトチ
ェックとは異なる。

右：⽇本記者クラブ8党党
⾸討論会（2025.7.2）

参院選ファクトチェックプロジェクト（7⽉）
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 ↓ YouTube政治系動画の字幕情報の共有 ↓Ｘのコミュニティノート情報（未公開分含む）

参院選ファクトチェックプロジェクト（7⽉）
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⼤賞受賞作品
イスラエル⼈襲撃事件 ロイター配信動画はミスリ
ード 国内外の多数メディアが追従【リトマス】
選評要旨：
各国メディアによる報道内容、別⾓度の映像など、
多⾓的な証拠を丹念に突き合わせている。国内報
道機関への直接取材が記事の訂正などの対応に繋
がっており、正確な情報の流通に寄与した。
https://litmus-factcheck.jp/2024/11/4490/ (2024.11.28）

アワード2025受賞作品紹介
https://fij.info/awards2025

ファクトチェックアワード2025（7⽉10⽇発表） 2025年の主な活動

https://litmus-factcheck.jp/2024/11/4490/
https://fij.info/awards2025
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優秀賞
⾃⺠・⼩林鷹之議員「再稼働が進んでいるか否かで、電気料⾦に東⻄の格
差が⽣じている」は正しいのか？【InFact】
国⺠の重要な関⼼事について、電気料⾦の仕組みから電気料⾦と原発の再
稼働の関係を根拠を⽰しながら論じ、説得⼒がある。
「⾼⾎圧の基準が変わった」は誤り 診断基準値に変更なし【リトマス】
検証対象の⾔説は誤った⾏動変容に広く結びつくことが懸念される。専⾨
知識が問われるような分野ながら、丁寧に資料確認などを重ねている。
兵庫県知事選 稲村⽒が当選すると外国⼈の地⽅参政権が成⽴する？公約
になく、本⼈も否定【⽇本ファクトチェックセンター】
選挙期間中も偽情報の流布を看過しない姿勢を⽰し、「報道の空⽩」をあ
る程度埋める役割を果たした点が評価される。
特別賞
｢⾚いきつね｣CM炎上､1%の批判から連鎖 SNS投稿分析【TDAI Lab】
SNS炎上をLLMによる⾃然⾔語分析を駆使して可視化・分類し、批判は
わずか1%にすぎず、反論の連鎖が炎上を拡⼤させた構図を⽰した点が評
価される。今後の⽅法論としての可能性も感じさせる。

ファクトチェックアワード2025（7⽉10⽇発表） 2025年の主な活動
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2025年に「ガイドライン活⽤メディア」
となったメディア（4）
中⽇新聞・神⼾新聞・熊本⽇⽇新聞・
テレビ東京
（FIJファクトチェック・ガイドラインの趣旨を踏ま
えて取り組むメディア。12⽉1⽇時点で13メディア）

2025年に「ClaimMonitor利⽤メディア」
となったメディア（5）
関⻄テレビ放送・⼭陽新聞・信濃毎⽇新
聞・東京新聞・テレビ局（⾮公表）
（独⾃のガイドライン等により取り組むメディア。
12⽉1⽇時点で8メディア）

メディアとの連携の拡⼤

ClaimMonitor利⽤等でFIJと連携するメディアが9増、合計21メディアに

2025年の主な活動
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FIJウェビナー「ファクトチェックの実践〜ノウハウとガイドライン 」
2025年3⽉13⽇(⽊)18:00ー19:30
登壇者：籏智広太⽒（NHK報道局） ⼤⾕友也⽒（「リトマス」編集⻑）
・両メディアの取り組みについて報告
・7⽉参院選や地⽅選挙におけるファクトチェック実践の機運を⾼めるメディア関係者対象のウェビナーとして、
「ファクトチェックフォーラム」メーリングリストにて参加を募集、申込者71名・参加者45名

FIJセミナー「メディアは選挙で何ができるのか ― 宮城県知事選と河北新報のファクトチェック」
2025年12⽉14⽇(⽇)14:00ー15:30
オンライン配信＋スマートニュース2階会議室フンボルト
登壇者：横⼭勲⽒（河北新報 編集部記者）
・スローニュース株式会社との共催
・（会場のみ〜16：30）衆議院解散・総選挙があった場合

の取り組みについて意⾒交換
・総申込者116、当⽇のオンライン視聴者53、会場参加者7
・申込者に録画視聴を期間限定で提供

セミナー／ウェビナー 2025年の主な活動
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ファクトチェック⽩書2024(WEB版)
https://fij.info/documents/hakusho2024

2024年6⽉にPDFでリリースした「ファクトチェック⽩書」をFIJ公式ウェブサイト上で全⽂公開
▼告知 ▼公開画⾯

ファクトチェック⽩書WEB版公開（9⽉2⽇） 2025年の主な活動

https://fij.info/documents/hakusho2024
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政党による「ファクトチェック」という⾔葉遣いは、国
際的に確⽴した原則に反するものである ―FIJの⾒解―

＜要旨＞
ファクトチェックは本来、当事者や利害関係者ではなく、
党派から独⽴した第三者が⾏うべきものである。政党が、
⾃党に関する⾔説を調査して反証・反論することは、表
現の⾃由の⼀環として認められる⾔論活動であるが、国
際的に確⽴された第三者による「ファクトチェック」と
は明確に区別すべき。

「公式⾒解」や「反論声明」といった表現を⽤いれば、
国際的に確⽴されたファクトチェックとの混同を避け、
政党の考えを伝えることができる。そうした「公式⾒
解」や「反論声明」を、独⽴した報道機関やファクトチ
ェック団体に提供し、第三者によるファクトチェックの
結果を尊重する姿勢が求められる。

全⽂（FIJウェブサイト） https://fij.info/archives/13605

政党によるファクトチェックについての⾒解表明（9⽉15⽇,ウェブサイト／SNS） 2025年の主な活動

https://fij.info/archives/13605
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X投稿（@FIJ_factcheck）

↑ ITmediaAI (12.9）

12⽉8⽇深夜の地震直後のX投稿による注意喚起が、多数のエンゲージメントを得て広く共有される

↑問合せフォームでいただいたご意⾒

災害時の発信（12⽉8⽇） 2025年の主な活動

https://x.com/FIJ_factcheck/status/1998035694841995600?s=20
https://www.itmedia.co.jp/aiplus/articles/2512/09/news071.html

